
地域包括支援センター運営方針に関する意見について 

田中秀治 

会議を欠席してしまい申し訳ありません。 

いただいた資料を見させていただき、運営方針に基づく各センターの事業計画策

定において、現在の小牧市の地域包括ケアシステムの構築において不足している

と思われる以下の点について具体的な取り組みを加味していただいてはどうかと

考えます。 

 

Ⅲ①公的サービスやインフォーマルサービスを活用した自立支援を目標とするケ

アマネジメントの実施 

  ・センターとして、インフォーマルサービスを積極的に活用したケアマネジ

メントを行い、介護予防プランに取り入れる。 

 

Ⅳ③介護支援専門員の資質向上を図るための支援及び課題の把握 

  ・ケアマネジャーがインフォーマルサービスを活用し、ケアプランに入れる

ことができるようにするための支援。 

 

Ⅴ③共有された地域課題の解決に向けた資源開発等の取り組み及び提言 

  ・多職種連携事例検討会で見出した地域課題を整理・検討し、地域支え合い

推進員とも連携・協働して、事業対象者や要支援者が活用できる社会資源

サービスの開発に取り組む。 

  ・地域協議会が取り組む地域での支え合いの仕組みづくりに積極的に関与

し、専門職としてのサポート体制を築く。 

 

Ⅷ①認知症に関する知識の普及啓発 

  ・若年性認知症の方の支援に関する啓発。ピアサポートの仕組みづくりに向

けての検討。 

 

Ⅸ①在宅医療・介護関係機関とのネットワークの構築 

  ・在宅医療・介護連携推進会議で進める入退院時連携のガイドライン作成へ

の協力。 

 

 

 

 

 

 

 


